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  Ⅰ 特 別 講 演 会                 

         

      演 題  「ポストコロナ時代の兵庫の展望」 

            兵庫県副知事 金澤 和夫 氏 
 

（開催日 令和２年８月６日 東急ＲＥＩホテル） 

 

新型コロナウイルスが猛威を奮っているなか、 

当会ではポストコロナの時代にどう対処するかと

いう問題意識のもと、金澤和夫 兵庫県副知事様

を講師に迎え、「ポストコロナ時代の兵庫の展望」

と題して特別講演会を実施しました。以下、その

内容を取りまとめました。 

 

《山本会長挨拶》 

 
 

去る６月１８日の兵庫県建築会定時総会におき

まして、瀬戸本前会長の後を受け、会長を拝命い

たしました山本康一郎でございます。 

本日は会員の方々、また関係団体の方々、ご多

忙中にも関わりませず、多数ご参加いただき誠に

ありがとうございます。 

昨年末中国武漢市にて発症した新型コロナウイ

ルス感染症については、多くの国や地域を巻き込

みながら未曾有の経済危機をもたらしております。 

当兵庫県においてもその影響は計り知れず、先

般の緊急事態宣言が解除されたものの、社会経済

の本格回復には長期間を要するものと思われ、こ

れからが正念場であります。 

建築業界においても、感染防止対策や民間建設

投資の見合わせなど業界へのマイナス影響拡大が

懸念されています。コロナ禍のもと、私たちの社

会、生活がどのように変わっていくかを真摯に見

直すことが重要と思われます。 

それでは、本日はご案内のように、新たな時代

ポストコロナに向き合う必要があると考え、「ポス

トコロナ時代の兵庫の展望」と題しまして、金澤

兵庫県副知事様による特別講演会を開催いたしま

す。よろしくお願いいたします。 

 

《金澤副知事 講演》 

 

 
 

（新型コロナウイルス感染症） 

～第 1 波と次なる波への対応～ 

 

感染者数は 8 月 5 日が 52 人、6 日が 61 人と増

えていますが、兵庫県は危機的状況ではなく、今

の体制で十分にやっていけると考えています。 

一番大切なことが医療体制ですが、中等症以上

の入院病床と軽症・無症状の方の宿泊療養施設で

の2本立てで運用しています。現在入院病床を500

床程度、宿泊療養施設を 500 弱程度準備しており、

十分な余裕がある状況ですし、今後さらに増やし

ていくこととしています。 

この体制づくりは県民の皆さんにも今のところ

安心していただきたいと考えています。  

また、兵庫県では他府県とは違い、自宅療養は

基本的に認めていません。すべて入院か、ホテル

での療養として、しっかりグリップコントロール

できる形を守っており、恐らく国内でも最も信頼

できる対応をしていると思っております。 

仮に重症者が増えた場合でも、尼崎総合医療セ

ンター、加古川医療センター、神戸中央市民病院

が専ら受け入れることとし、集中した対応を図る

こととしています。 

 

兵庫県の検査体制は 1 日当たり最大約 1200 弱

ですが、2500 まで増やす予定です。 

感染者の抑止の問題は非常に難しいですが、兵

庫県では特定業種が大きな発生源になっているこ

とは確認されていません。保健師さんらの現場の
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感覚からも県外から持ち込んだものが、県内に広

がったというケースがほとんどです。 

 

県の感染防止対策として、個々の県民の皆さん

へ呼びかける「ひょうごスタイル」の推進を進め

ています。どうぞご協力くださるようお願いしま

す。 

 

「ひょうごスタイル」の推進 

 

(1)感染拡大を予防する「日常生活」（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ） 

 ｳｲﾙｽとの共存を意識した生活習慣 

(2)感染拡大を予防する働き方（ﾜｰｸｽﾀｲﾙ） 

 在宅勤務、ｵﾝﾗｲﾝ会議、時差出勤 等々 

(3)自然災害と感染症との「複合災害」への備え 

             （災害文化） 

 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽに対応した避難所運営ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

 複合災害に対応するための事前準備 

 

 

 
 

（ポストコロナ時代の兵庫の展望） 

  ～新たなビジョンづくり～ 

 

色々な社会変化があって、そしてその先にある

もの、これを見越した長期ビジョンを作ろうとし

ていましたが、今回のコロナ問題が非常に大きな

社会的インパクトを与えています。そのため、次

に来る社会とものの見方、社会の組み立て方は違

うものになる可能性があります。 

そういう意味で、長期ビジョンを考える中でポ

ストコロナの社会も一緒に考えていくことが正し

いのではないかと思っています。 

 

長期ビジョンは、人口減少と人口の偏在・集中

化に対応するための総合戦略です。個別の政策、

個別の取り組みを取りまとめたものではなく、将

来像としてイメージできるもの、それらを羅針盤

として県民の皆さんと行政がともに一つの目指す

べき姿を共有しながらそれぞれが取り組んでいこ

うということで、ビジョンづくりをしたところで

す。 

今回の長期ビジョンは 30 年先を見通すもの

2050 年の社会をイメージしたものです。また

「2030 年の展望」という言葉も出てきますが、中

期的に 10 年先を見据えた取り組みを整理したも

のです。 

   

 
 

現在のビジョンも「全県ビジョン」と「地域ビジ

ョン」の 2 つの要素からなっており、全県ビジョ

ンは４つの社会像、１２の将来像を描いています。 

「地域ビジョン」は県民局単位ですが地域のイ

メージを創っていこうとしたものです。 

 

 
 

 長期ビジョンを議論する背景として、大きな

環境変化を５つのポイントで整理しています。 

 

１「人口減少と少子高齢化」 

高齢化が進んだ集落のコミュニテュはかなり

変質している可能性が高いので、今のうちにど

のように仕込みをしていくかが重要です。 

また、外国人が増えていくのですが、どのよ

うな形になるかは織り込んでいません。受け入

れ態勢をポジティブに作れるかということが大

きな課題だと思います。 

 

 

 



- 4 - 

 

２「新技術の浸透」 

これは非常に激しいスピードで変化し、社会 

の隅々まで浸透しています。今回のコロナ禍の

中でもテレワーク、遠隔医療など新しい技術が

数多く活用されています。なかでも人口減少・

人手不足のなかロボット化の可能性は高いもの

があります。 

こうした仕事そのものの変質、そこで働く人 

々の持つべき資質のニーズ、要求されるものも

大きく変わっていく可能性があります。 

 

３「人生 100 年時代の到来」 

  今現実に会社によっては従業員に副業を勧め

ています。その方が色々な視点、視野、情報、人

脈ができプラスになるという発想です。そうい

う複線的なライフコースが普通になるかもしれ

ません。定年退職もなく、働くことができれば

ずっと働けばいい。働き方は単線的ではなく、

多様化していく可能性があります。 

 

４「世界的な交流の拡大」 

コロナの関係で人の移動に水をさされていま

すが、世界人口は増え、貨物量や情報量なども

増えていきます。国をまたがってモノや情報が

行き来する。こうした状況、世界的な交流を意

識して取り組みをやっていく必要があります。

このコロナ禍が終息した後、人の行き来、空港

のキャパシティ拡充なども議論する可能性も十

分あると思います。 

  

５「リスキーな世界」 

地球環境問題、温暖化問題、南海トラフ地震、

そしてコロナ禍を含めた感染症など非常にリス

キーな時代になるということです。 

こういう地球環境全体の問題、そこに秘めら

れたリスクの問題、こういうものを我々は意識

しなければならないバックグラウンドのひとつ

だと思います。 

 
 

いろいろなことを念頭に置きながら新ビジョン

作成に取り組んでいます。その一つが「将来構想

研究会」で、若手の先生方にちょっと尖った意見、

大胆な意見をいただいています。 

例えば、①定住する時代ではなく、ノマド（放

浪）みたいに流動する時代になる ②多自然地域

こそが若者を引き付ける ③兵庫が最先端技術の

発信地に ④大企業信仰が消えて、個人事業主が

主体に ⑤地域コミュニティが体験教育の中心に

展開する ⑥自分なりの生き方追及などの意見が

出ており、考える価値があると思っています。 

もう一つが、「ポストコロナ社会兵庫会議」です。

各界の有識者に議論をしてもらうというものです。 

①パンデミック時代の危機管理のありかた、②

デジタル革新の加速化 ③産業の競争力のみなら

ずリスクに対する耐性の強化 ④分散型社会の構

築 ⑤社会の絆、コミュニティ共生のあり方等々

の意見が出ています。 

また、県民の皆さんからの色々なアイデアの募

集もやっています。面白いアイデアが出てくるこ

とを期待しています。 

 

 
 

最後にここにお集りの方々への期待を申し上げ

たいと思います。 

①分散型社会の空間づくりの立役者に 

新しい住み方、新しい働き方が生まれてくると

きに、それを取り巻く空間、自宅、オフィス、場合

によっては田園であったり、過疎地であったりと、

そういう空間をどうやって作っていくかは大きな

ポイントだと思っています。 

②ＡＩ時代のプロフェショナルに 

新しい技術要素を盛り込んで、それぞれそこに

暮らす人たちの生活レベルを上げていくにはどの

ようにうまく生きていかなければならないかも大

きなテーマだと思っています。 

兵庫県は恐らく変化の時代に強い県だと思って

います。よく言われる「五国の多様性」、地域の多

様性にも非常に富んでいますし、それぞれの地域

の県民性も違います。一色の遺伝子のなかでは新

しい時代に対応できないが、兵庫県のように多様

性に富んだ地域は変化に対応していく可能性が非

常に高いと思っています。 

変化の時代の中で、われわれが取り組もうとし

ているビジョンにより、県民共通の羅針盤として
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の意味は非常に大きなものになるのではないかと

期待しています。 

これがちょうどコロナを乗り越えて、次の日本

社会をどう作っていくかということに重なります

ので、最もポストコロナ社会にふさわしいレベル

の高い社会をこの兵庫から発信してまいりたいと

考えています。 

今まさに、こういう時だから、みんなで考える

べき大事なことだと思っています。ここにお集り

の皆さんからもご提案、ご提言いただき、議論に

参加していただきたいと考えています。 

 

《質疑応答》 

 
 

（松田 兵庫県建設業協会会長） 

本日は有益なお話を聞く機会をいただきありが

とうございました。 

コロナ対策にあたっては、十分な対応がなされ

ており、非常に安心いたしました。 

要望なんですが、ここ数年災害で非常に被害が

出て、緊急対策等で県を含めて多くの予算がつい

ていますが、毎年着実にやるのも重要で、今後継

続して予算措置をしていただければと思います。 

 

（金澤副知事） 

兵庫県ぐらい長期で計画を策定し、取り組んで

いるところはほかにあまりないと思います。 

しかし、今回コロナの関係で 10 兆円規模での予

算措置がなされましたが、コロナ終息後に緊縮財

政にもどすという可能性も十分にあります。 

社会資本整備は長期的な取り組みこそが意味が

あるので、そういう形にならないか懸念していま

す。ここにお集りの皆さんと国に対して意見を言

っていきたいと思っています。 

 

（北浪 兵庫県建築会理事） 

高齢化が進むとドローンや自動運転などが大い

に期待されると思いますが、技術が革新的なため

法律等をクリアできない問題もあると思います。

そのため、ある地域を指定して実証実験をすれば

よいと思いますが、いかがでしょうか。 

（金澤副知事） 

一定のエリア、例えば三田ではニュータウンだ

けを走る自動運転に取り組んでいたりしますが、

都市全体というよりルート限定とかの形になって

います。 

次の時代を見越すと、自動運転は住み方という

ことでは社会的インパクトは非常に大きいと思い

ます。片方でドローンの活用など過疎地でのコス

トハードルをクリアするのに大きな期待が寄せら

れると思います。 

できれば、色々な実験を規模が小さくてもやれ

れば良いとも思います。 

 
 

《大木副会長 講演に対する感謝と挨拶》 

 

本日は多数の方にご参加いただき、またご多忙

中にも関わらず、ご講演をいただいた金澤和夫兵

庫県副知事様に心からお礼を申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症は新しいフェ

ーズに入ったと思います。 

新しい社会、新しい生活と次のステップを見据

えた対応が強く望まれているなか、本日のご講演

は誠に示唆に富んだものでございました。 

本日ご示唆いただいた内容を参考として、一人

ひとりがポストコロナの時代を歩んでいかなけれ

ばならないと強く感じました。 

今日は貴重なご講演本当にありがとうございま

した。皆様、金澤副知事様に感謝の拍手をお願い

します。 
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Ⅱ 会 員 寄 稿 

『第 23 回 建設サマーセミナー について』 

前川建設株式会社 

専務取締役 前川 真一郎 氏（当会幹事） 

 

 

かつて “コンクリートから人へ”と、借金を増

やすお荷物のようにいわれた建設業ですが、“国土

強靭化”以降と申しましょうか、多発する自然災

害から「国土や地域の守り手」としての必要性が

見直され、ようやく、少しずつではありますが、イ

メージが改善されつつあるように思います。 

 

しかしながら、建設業を生業にしたいと思える

か？といえばそうではないようです。 

 
（国土交通省資料より） 

上記は、おなじみ通称“ワニの口”と呼ばれる

図。全産業から比べても、明らかに高齢化率が高

く、若年者の入職が少ないことが分かります。『10

年後、3 割強を占める 55 歳以上のベテランがご勇

退されたらどうなるのか・・・』建設業に携わるも

のとして不安を抱かざるを得ません。 

  

そのため、国・県を挙げて若年者の入職に対し

て、あらゆる施策がなされています。（一社）兵庫

県建設業協会が主催する『建設サマーセミナー』

も今ではその一つとなっていますが、そもそもは、

28 年もの前、1992 年に始まった『通年型インタ

ーンシップ』に端を発します。 

 

当時、兵庫県立東播工業高等

学校の一教諭であった内藤康

男先生（のちに校長を務められ

ます）が、「景気の好不調によっ

て求人側と求職側とがシーソ

ーゲームをしている実態があ

る。そうやって景気に振り回されながら生徒を育

てていても、夢を与えられない。そうならないた

めにも、産学が連携した人材育成をする必要があ

るのでは」と兵庫県建設業協会の三木会長（当時）

に訴えました。 

一方、兵建協としては、当時、売り手市場として

人材確保に苦戦している地元の建設業のために何

かしなければならないと考えており、双方の思い

が合致することで『通年型インターンシップ』の

実現に至りました。 

30 年前のバブル時の人手不足に始まり、いざな

み景気、リーマンショック、アベノミクス、そして

コロナ不況と繰り返されるシーソーゲーム。その

中で人材育成を主軸においた内藤先生のお考えは、

極めて的を射たものに思えます。 

（㈱クイックより） 

 

その後、内藤先生は、「東播工だけがいい思いを

しては不公平だ。他校の生徒にも現場実習を経験

させたい。」という思いから、1998 年に複数校が

参加する短期間のダイジェスト版のような『建築

サマーセミナー（当時は建築のみでした）』を開始

するに至りました。これは奇遇にも兵庫県下の中

学 2 年生を対象にした職場体験学習『トライやる・

ウィーク』の始まりと同じ年でした。 

 

 そんな思いから始まった建設サマーセミナー。

23 回目となる本年は、龍野北高校から 3 名、東播

工業高校から 3 名の計 6 名が参加されました。例

年30名～50名ほどの参加者で開催していますが、

このコロナ禍での参加については、各学校長の英

断がなければ実現しません。 

龍野北の栗林校長は、「行きた

いというものがいるなら、ぜひ参

加させたい。」と、東播工の川西校

長は、「やらないという決断は簡

単。しかし、子供たちにとって貴

重な経験をさせてあげたい。その
川西校長先生 

内藤先生 
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ためには、どうしたらやれるかを考え、様々な調

整をしてきた。」と仰っていました。事なかれ主義

の多いこの世の中、このような胆識のある先生方

が教育界にいらっしゃるということは、本当に嬉

しい限りであります。 

 

それでは、今回弊社で開催しました第 23 回建設

サマーセミナーの概要をご紹介したいと思います。 

 

8 月 4 日 

●ガイダンス（実習説明）、安全教育 

 
 

●ICT 施工実習（日岡山公園駐車場整備工事） 

 
【コマツ マシンコントロールバックホー】 

3 次元の設計データをもとに、アシスト機能で

バケットの刃先が設計面に沿って動くことを体験

してもらいました。 

 
【コマツ マシンコントロールブルドーザー】 

3 次元設計データをもとにブレードが自動制御

されることを体験してもらいました。 

 

上記の二つは、熟練工がいなくても、熟練工同

等の施工精度を実現することが可能となります。

しかも、地盤面を確認するための合番作業員も不

要となり安全性にすぐれ、作業スピードが早く、

大幅な工期短縮が望めます。 

 

 
【ドローン体験】 

ドローンの操作は、弊社の有資格社員が行い、

参加者にはドローンに搭載されているスタビライ

ザーカメラの操作を行ってもらいました。 

 

《参加者アンケートより》 

実際の最新の建設機械を体験できたことが印象

的だったようです。そして様々なものが自動化し

ていることに大変驚かれていました。 

 

8 月 5 日 

●基礎コンクリート打設工事実習（神戸物産本社

新築工事） 

 
【スランプ試験】   【コンクリート打設】 

 

●床断熱防露工事実習（宗佐公会堂新築工事） 

   
【スタイロフォームの敷設実習】 

 

●鉄骨・鉄筋・左官工事実習（㈱藤原産業ホール

ディングス第 2 倉庫増築工事） 

 
【柱モルタル塗り実習】  【鉄筋結束実習】 
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《参加者アンケートより》 

鉄骨造の仕組（ハイテンションボルトやスタッ

ドボルト等）を実際に見たことが印象的だったよ

うです。また、モルタル塗りや鉄筋結束作業を通

じ、職人さんの技能の高さに驚かれていました。 

 

8 月 6 日 

兵庫耐震工学研究センターにて 

●実大三次元震動破壊実験施設（E－ディフェン

ス）見学 

 

【実験棟（世界最大の振動台）】 

 

【水平加振機】     【鉛直加振機】 

 
【アーキュレーター】  【クーリングタワー】 

 

●現場見学（5 階建て鉄筋コンクリート造建築物

の試験体工事） 

 

【現場全景】     【ひずみゲージ端子】 

《参加者アンケートより》 

今回 E－ディフェンスの内部見学は、通常の見

学会より内部の奥の奥まで見せていただいたこと

もあり、非常に感激していました。免震・耐震・制

振などの構造にも興味を持ったようです。 

 

３日間を通して、参加いただいた生徒の皆さん

からは、「学校では学べない、実際に見て、体験し、

職人さんに直に話を聞き、生で学べる貴重な体験

をすることができた。この経験を無駄にせず今後

に活かしていきたい。」という声を頂きました。 

 たったの３日間の建設サマーセミナー。これで

建設業の全てが分かった訳でもないですし、本当

の苦労や喜びを味わうこともできなかったと思い

ます。たとえそうであっても、座学では学べない、

働くということとは何か、仕事の意義とは何かと

いうことを、少しは肌身で感じることができたの

ではないかと思います。 

３K（きつい、きたない、危険）と言われる建設

業、最近では、６K（＋帰れない、厳しい、格好悪

い）ともいわれているようです。そういった表面

的な部分だけを見て敬遠されてしまいがちな職業

であります。 

そのことを改善しようと週休二日制度の導入等、

様々な待遇改善の試みがなされています。 

それはそれで重要なことではありますが、一方

で、若者たちが、仕事に対して「やりがい」や「世

の中への貢献」を求めていることも事実でありま

す。 

仕事は、個々が生きていくために必要なことで

す。それは間違いありません。しかし、その仕事自

体は、人のお役に立つことで成り立っています。

人生の多くの時間を費やす仕事、待遇面の改善ば

かりでなく、世の中に貢献することの喜び、社会

の一員として誇りをもって生きていくことの喜び

を私たちみんなで伝えていく、そのことこそが、

この国の未来に繋がっていくように思います。 

 
（神戸新聞 令和 2 年 8 月 5 日（水）朝刊） 
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      Ⅲ 特 別 寄 稿 

『兵庫防災の充実強化 Ⅰ』 

 兵庫県広域防災センター 

  センター長兼消防学校長 森田 克彦 氏 

 

 

今年は、新型コロナ感染症が、世界的に猛威を

振るい、住民参加の防災訓練をはじめ花火大会や

伝統的祭りなど各種大型イベントが中止に追い込

まれるなど、異例ずくめの対応に追われていると

いえるのではないでしょうか。しかも、これほど

長い期間にわたって対応していかなければならな

いとは誰も予想していなかったと思います。この

ような中で、防災対策はさらなる充実強化を迫ら

れていると考えています。 

 

1  兵庫の防災・減災対策 

 

(1) 兵庫県の防災体制 

① 阪神淡路大震災からの出発 

これまで、兵庫県では、大正 12 年の北但馬地震や

昭和 13 年の阪神大水害など多くの自然災害に遭

遇してきました。このような中、兵庫県の防災体

制の充実の大きなきっかけとなったのは阪神・淡

路大震災です。 

 

 死者、行方不明者数 6,437 人、全半壊家屋数 25

万棟、直接被害総額約 10 兆円という未曾有の災害

となりました。高齢化が進む、人口集中地域の大

都市で発生したことが、今後の災害対策を構築す

るための大きな経験や教訓となりました。 

   

    （阪神・淡路大震災） 

 

② 阪神淡路大震災の教訓と防災体制の強化 

ア 初動体制の整備 

一つ目の教訓は、災害対策要員が集まらず、職 

 

 

員数が圧倒的に不足したことや衛星回線が地震で 

利用できなくなるなど災害情報がほとんど収集で

きなかったという初動対応に混乱を来したことで

す。 

 このため、災害対策要員を確保するため、24 時

間監視即応体制を確保するため、4 名の宿直要員

を災害対策センターに夜間、休日の間、配置する

とともに、県庁周辺に 3 棟・76 戸の災害待機宿舎

を整備しました。 

 さらには、防災関係機関が、いち早く災害情報

を収集し、共有するとともに、被害予測や求めら

れる物資及び要員数等の需給推計ができるフェニ

ックス防災システムを整備しました。 

 

イ 普段からの備えの充実 

 二つ目は、県庁自体が被災したことにより、災

害対応にソフト面、ハード面で脆弱であったため、

災害時だけでなく、普段から防災組織を強化し、

災害に強い防災拠点を整備することが重用でし

た。 

 そのため、防災組織の充実を図るため、知事を

補佐する危機管理の責任者として防災監を設置

し、この下に、約 80 名からなる防災企画局、災害

対策局の 2 局体制の組織としました。(震災当時は

1 課 20 名体制) 

また、風水害はもとより、震度 7 クラスの大地

震にも耐えられる強度を有する災害対策センター

を平成 12 年 8 月に全国自治体初の独立庁舎とし

て整備しました。 

 

     （災害対策本部会議室） 

 

さらには、震災当時、物資の集積や自衛隊等の

応急活動要員の集結場所がなかったことから、被

災者用物資や救助資機材の備蓄機能、救援物資の

集積・配送機能、活動要員の集結・出動機能を備え 

た、広域防災拠点を、三木市(全県拠点)をはじめ阪
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神、西播磨、但馬、丹波、淡路(ブロック拠点)を整

備しました。 

 

ウ 地域防災力の充実強化 

 阪神・淡路大震災で倒壊家屋等から被災者を救

出したのは、8 割が近隣住民や家族であったこと

が判明しました。そのため、地域の自主防災組織

の組織化を進めるとともに、消防団の充実強化、

地域防災リーダーの養成など、地域の防災組織を

強化するとともに、毎月 17 日を減災活動の日とす

るなど防災力強化県民運動を進めました。 

 

エ 防災関係機関の連携の促進 

阪神・淡路大震災の被災時に、なかなか自衛隊

と連絡が取れなかったことや、消防機関同士でも

ホースの規格が違ったためにホースがつながらな

かったというような防災機関の連携がうまくいか

なかった例が多くありました。 

 

 

     （防災訓練 風景） 

 

そのため、防災関係機関が連携した実戦的な防災

訓練や県・市町合同防災訓練等の実施の他、関係

機関の人事交流などを実施しています。また、広

域防災体制の確立として、県・市町の相互応援協

定の締結や関西広域連合の設置により、緊密な応

援態勢の確立に取り組んでいます。 

 

(2)  南海トラフ巨大地震への対応 

南海トラフでは、これまで何度も繰り返し大地

震が発生してきました。近年では、昭和 19 年の昭

和東南海地震、昭和 21 年の昭和南海地震が発生し

ており、それから 70 年以上が経過しています。次

の南海トラフ地震の可能性は、今後 30 年以内に 70   

～80%といわれています。 

 

 
   （南海・東南海地震 被害想定） 

 

(被害想定) 

 想定される県内の震度は、洲本市、南あわじ市

で最大震度 7 となっています。また、津波浸水想

定は、県全体で 6,141 ヘクタール、最も津波の水位

が高いのは、南あわじ市福良地区で 8.1 メートル、

阪神間でも 4 メートルとなっています。 

 この災害による、県内の被害ですが、死者数は 2

万 9 千人、建物全壊家屋数 3 万 7 千棟と大きなも

のとなっています。 

 

 (地震対策) 

  南海トラフ地震に備え、県では、地震・津波対策

アクションプログラムを策定しました。 

この中で、防潮門扉の完全閉鎖、粘り強い防潮堤

等の越流対策、避難の迅速化(避難率を 100%へ)、

建物の耐震化(97%へ)、家具等の転倒・落下防止

(100%へ)、初期消火の実施(80%へ)などを向上させ

ることにより、死者を 2 万 9 千人から 400 人へ、

全壊家屋数を 3 万 7 千棟から 1 万 2 千棟に、避難

所生活者数を 17 万人から 10 万人へ減少させるこ

とが可能と考えています。 

 さらには、毎年、世界津波の日である 11 月 5 日

には、地震津波一斉避難訓練を開催し、継続的に、

具体的な行動を伴った避難訓練を実施していま

す。 

(3) 内陸部地震への対応 

 兵庫県内及び周辺には、非常に多くの活断層が

分布しています。中でも、六甲・淡路島断層帯、有

馬・高槻断層帯、山崎断層帯、中央構造線断層帯、

上町断層帯などでは、強い揺れが想定されていま

す。 

そのため、耐震改修促進計画を策定し、建築物

の耐震化に計画的に取り組むとともに、広域防災 

センターの隣接地に、独立行政法人防災科学研究 
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所の E―ディフェンスを誘致し、最先端の大規模

な振動破壊実験等が行われています。 

  

(4) 風水害対策 

 県内で発生する風水害としては、停滞前線によ

る豪雨、雷雲による局地的豪雨、台風、高潮などが

あります。このうち、過去に大きな被害をもたら

したものは、梅雨前線による豪雨と台風による風

水害であり、7 月と 9 月に集中しています。近年、

ゲリラ豪雨と言われる集中豪雨は増加傾向にあり

ます。 

これらに対して、ハード面の整備はもちろんで

すが、例えば都賀川事故を契機として、河川利用

者のための増水警報システムの設置を行ったほ

か、洪水、津波、高潮による浸水想定区域、土砂災

害危険箇所など避難時に必要な情報を提供するた

めの CG ハザードマップを作成し、県のホームペ

ージ等で公開しています。 

 

 

    （ＣＧによるハザードマップ） 

 

 (5) 関西広域連合としての広域防災支援 

平成 22 年 12 月 1 日には、関西広域連合が設立

され、現在 2 府 6 県 4 政令市で構成されています。

この中で、兵庫県は、広域防災局を担当しており、

これまで様々な災害に対して支援活動を行ってき

ました。最初に最もその力を発揮したのは、東日

本大震災でした。各府県政令市でカウンターパー

ト方式をとり、役割分担して宮城県、岩手県、福島

県等に長期間にわたって支援を行ってきました。 

その後も熊本地震や 7 月豪雨災害等で多くの支

援を広域的に行っています。 

 

 

(6) 国際防災協力 

兵庫県は、阪神・淡路大震災当時、海外から多く

の支援を受けました。そこで、震災の経験や教訓

を世界の減災のために発信することにより、国際

協力を推進しています。 

阪神・淡路大震災 10 年目の 2005 年には、第 2 回

国連防災世界会議を神戸に誘致し、災害強い国 

づくりに貢献するための「兵庫行動枠組」が採択 

されました。さらに、この行動枠組みのキャンペ

ーンにおいて、兵庫県は災害に強い都市としての

ロールモデルに、国連から認定されました。2019

年 5 月には、ジュネーブで開催された「防災グロ

ーバル・プラットフォーム会合」で、震災 25 年間

の取り組みの成果を世界に向けて発信しました。 

 また、HAT 神戸に JICA 関西、UNDRR、OCHA

などの国際防災関係機関を誘致し、これらの関係

機関と連携することで世界の災害被害軽減にも貢

献しています。 

 

 

     （ＨＡＴ神戸） 

 

(結びに) 

これからも「みんなで助ける、みんなが助かる」

をモットーとし、兵庫の防災力の向上に取り組ん

でまいりますの、皆様のご協力よろしくお願いい

たします。 
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       Ⅴ お 知 ら せ 

 

◎行事案内 

 

１ 第４８６回月例会 

日時：９月１０日（木） 

   １３：００～１４：００ 

場所：東急ＲＥＩホテル 

演題：「兵庫の近代建築」 

 ～小学校をはじめとする綺羅星のような 

             名作の一群～ 

講師：京都華頂大学教授  川嶋 智生 氏 

 

２ 第４８７回月例会 

日時：１０月８日（木） 

   １３：００～１４：００ 

場所：東急ＲＥＩホテル 

演題：「日々の暮らしにクラシックを」 

講師：チェロ奏者、大阪音楽大学講師 

        植木 美帆 氏 

 

３ 研修交流会 

日時：令和２年１０月２２日(木) 

場所：城山ゴルフ倶楽部 

 

４ 第４８８回月例会 

日時：１１月１９日（木） 

   １３：００～１４：００ 

場所：東急ＲＥＩホテル 

演題：健康マイプラン 

「災害時の食はどうあるべきか」 

講師：甲南女子大学名誉教授 

        奥田 和子 氏 
 

なお、これら行事につきましては、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止に鑑みて、中止、延期等が想定されま

す。 変更等のお知らせは郵便、メール等でご案内しま

すのでご了知ください。 

 

◎ 兵庫県新型ウイルス追跡システムの登録 

同システムへの登録,填補等利用者へのQRコ

ード読み込みの呼びかけなどにより、迅速で的

確な対応が図れると思われますので、ご活用く

ださい。（以下のアドレスからアクセスできま

す） 

新型コロナウイルス感染症に係る「兵庫県緊急

用トップページ」のリンクですので、ご活用くだ

さい。 

http://web.pref.hyogo.jp/index.html 

 

 
 

    

◎事務局だより 

 

○ 防災の日 

毎年９月１日は防災の日として制定された啓発

の日です。この日は１９２３年（大正１２年）９

月１日に発生した関東大震災にちなんだもので、

１９６０年(昭和３５年)に制定されました。 

 そのきっかけは、その前年の伊勢台風でした。 

死者行方不明者５０００人以上、負傷者５万人以

上、全壊半壊家屋１５万棟という被害で、東北大

震災、阪神淡路大震災に並ぶほどの被害がでまし

た。 

 この伊勢風を境に我が国の対応は根本的に変り 

基本法の成立、政府、自治体の役割など大きな変 

化が起こりました。 

 当日、国では南海・東南海地震を想定した大規 

模訓練が、各自治体では地域特性に応じた訓練が 

行われます。 

 日本は古来から災害多発の国でした。９世紀の 

「続日本後紀」「日本三代実録」や当時の貴族の日 

記などに頻繁に地震や水害のことが書かれ、災害 

の考古学ともいえるものが成立している珍しい国 

であり、災害の百貨店とも揶揄されるほど多様な 

災害がおこる国です。 

 伊勢湾台風から６０年が過ぎましたが、今回の 

コロナ禍でまた新たなフェーズに入ったように思 

われます。 

 今台風シーズンを前に一番心配されているはコ 

ロナ禍での災害（複合災害）です。避難所マニュ 

アルなど具体的な対応が切実に望まれます。 

 

○ コロナ禍のこと 

コロナのことが毎日毎日メディアに取り上げら 

れ一喜一憂していますが、さながらこれが日々の

日常になってしまった感があり、非常に恐ろしい

ものを感じています。 

 金澤副知事の特別講演会でも述べられていまし 

たが、コロナ禍の次のステップを意識しながら、 

今の生活や仕事をやっていく必要があると思いま 

す。 

新型コロナウイルスの猛威は勢いを持続してい 

ます。会員の皆さんにはご多忙中とは思いますが、

ご自愛いただきますようお願いします。 

 

    
   

 

 
事務局 ： 吉本義幸、石井滝実子 

電 話 ： 078－996-2851 

F A X   ：  078－996-2852 

Email  ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

 

http://web.pref.hyogo.jp/index.html


- 13 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『兵庫県住宅再建共済制度』の詳細は次からご覧いただけます。 

兵庫県住宅再建共済基金ＨＰ → http://phoenix.jutakusaiken.jp/ 

 

広報コーナー：住宅再建共済制度 

http://phoenix.jutakusaiken.jp/

